
令和６年度の主な行事
運動会 ５月１８日（土） 学芸会 １０月１９日（土）
卒業式 ３月１９日（水）

※令和６年度より，火曜日と木曜日は特別日課となります。

４月行事予定

【４月の生活目標】

「心のこもったあいさつをしよう」

１ 月 学年始め休業～４日
２ 火
３ 水
４ 木 前日準備（6年生登校）
５ 金 着任式・始業式

春の交通安全街頭指導
４時間特別日課（給食なし）

６ 土
７ 日
８ 月 春の交通安全街頭指導

入学式
給食開始（２年以上）
特別日課５時間授業

９ 火 陽の交通安全街頭指導
聴力検査（３・５年）

10 水 聴力検査（1年）
学力検査（2～6年）

11 木 聴力検査（２年）
12 金 給食開始（１年）５時間授業

身体測定（４～６年）
13 土
14 日
15 月 児童会

16 火 身体測定（1～3年）
特別支援学級保護者説明会

17 水 尿検査 視力検査（1年）
知能検査（２・５年）

18 木 全国学力・学習状況調査
視力検査（２・３年）

19 金 視力検査（４～６年）
５時間授業

20 土 全校参観日・ＰＴＡ総会
21 日
22 月 振替休業（4／20）
23 火 児童質問調査（６年）
24 水 全校朝会

耳鼻科健診（２・５年）
25 木 歯科健診（１～３年）
26 金 1年生を迎える会
27 土
28 日
29 月 昭和の日
30 火 歯科健診（４～６年）

〈帰宅時刻 午後5時〉

学年末・学年始休業

３月２６日（火）から４月４日（木）までお休みとなります。イン
フルエンザ等の感染症の流行は落ち着いていますが，引き続き感染症
対策を取り，体調管理に努めて過ごしてほしいと思います。また，休
み中は開放的な気持ちからのけが・事故などに十分注意するよう，ご
家庭でもご指導ください。緊急の連絡や不安なことが生じた場合は，
学校までご連絡ください。【北鎮小学校：５１－５１１１】
※電話が繋がらない場合は，緊急メールをご利用ください。

第12４回 卒業証書授与式

３月１９日（火）に，本校の第１２４回卒業証書授与式が行われま
した。今年は５年ぶりに在校生が参加し，吹奏楽クラブによる演奏も
実施することができました。卒業式に先立ち，１４日（木）には「同
窓会入会式」を行いました。いずれの式でも，背筋を伸ばし着席する
卒業生の姿は大変立派でした。また，壇上で一人ずつ発表する姿から

は，北鎮小学校の卒業生として
の自信と誇りが感じられました。
春から始まる中学校での生活が，
充実したものになることを願っ
ています。

春の交通安全街頭指導
令和５年度の最後のPTA活動となる「春の交通安全街頭指導」を，

新学期が始まる４月５日（金）から３日間，実施します。学級役員の
皆さんには指定場所にてご指導いただきます。可能な方は，ご自宅近
くの大きな通りまで出て，新学期が始まり張り切っている子どもたち
に声を掛けていただければと思います。
・日時 ４月５日（金），８日（月），９日（火）
・時間 午前７時５０分～８時０５分

6年生を送る会

１～５年生は，趣向を凝らした出し物で６年生へ感謝の気持ちを伝
え，６年生は，それぞれの学年へ温かいメッセージと歌を贈りました。
最後は，全校で「With You Smile」を元気よく合唱し，会を閉じま

した。どの学
年の発表も見
応えがあり，
終始笑顔があ
ふれていまし
た。

校長 石 塚 睦

１９日（火），第１２４回卒業証書授与式が挙行され，６９名の卒業生が，６年間の小学校課程を終
えて巣立っていきました。卒業生たちは，まだあどけなさが残るその瞳の奥に，未来に向けた夢や希望
を力強く輝かせておりました。私は，一人一人に卒業証書を手渡しながら，この子たちは，「どんな未
来を生きるのだろうか？」「どんな未来を創るのだろうか？」と思いを馳せ，期待と激励を込めて心か
らの祝福を伝えました。本校では，今年度「夢や希望の実現に向けて 進んで取り組む子どもの育成」
を重点目標として教育活動を推進してまいりました。卒業生たちを待っているのは，変化の激しい世の
中，僅かでも気を許すと目標や進路を見失ってしまうような厳しい時代です。それぞれ自分の夢や希望
をしっかりともって，その実現に向けて邁進してもらいたいと願っております。
そして，本日は，令和５年度修了式が行われました。今年度は，５月の連休明けからコロナ対策の規

制が緩和となり，各行事はもとより日常の学校生活においても通常の教育活動を取り戻してまいりまし
た。実に卒業式への参加など，５年生以下にとっては小学校に入学して初めての経験となったことも多
く，コロナ対策が長く続いたことを痛感させられました。また，インフルエンザなど，他の感染症が代
わって猛威を振るう状況に翻弄されることもありましたが，保護者・地域の皆様の絶大なる御支援によ
り，子どもたちの朗らかな笑顔が輝く修了式を迎えられましたことに心より感謝申し上げます。
さて，標題としました「教育だけが世界を変えられる（Only education can change the world.)」

は，人権活動家で最年少ノーベル平和賞受賞者でもあるマララ・ユスフザイさんが，EU総会で行った
演説の中の一節です。私は教育に携わる者として，この言葉に強い感銘を受け，大切に心に刻んでいま
す。連日の報道でパレスチナ・ガザ地区とウクライナに関する深刻な国際情勢が伝えられております。
幼い子を含む多くの人々が命を落とし，心も体も深く傷付き，恐怖に怯えて生活している状況には，目
を背けたい心境にもさせられます。しかし，過酷ではありますが，子どもたちには「時代の目撃者」と
して，この時間に，この地球上で起きている，この現実をしっかりと理解し，記憶してもらいたいと感
じています。戦争や紛争のほかにも，環境問題，人権問題，貧困問題など，世界は多くの難問に直面し
ています。こういった問題を生み出してしまったのは，私たち古い世代の人間であり，その責任と無力
感を身に染みて感じ，また，解決を次の世代に引き継がなければならないことには痛恨の思いです。し
かしながら，次代を担う子どもたちに，これらの問題を解決するために必要な資質・能力を育むことは
できると信じています。世界中の全ての人々が平和と幸福を享受し，持続可能な社会の担い手として，
広い視野をもち，状況を正しく判断し，主体的に行動することができる次世代を育てることはできると
信じています。今後も教育の力を信じ，「よりよい学校教育を通じて，よりよい社会を創る」という考
えを社会全体で共有していただき，新しい時代を生きる子どもたちの育成にご理解とご協力をお願いい
たしまして，年度末のご挨拶といたします。


